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経済鐘鼓(京 都大学)第156巻 第2・3号,1995年8・9月

欧州における航空 自由化 と航空政策の自律性

戸 崎 肇

1は じ め に

ロー マ 条約 の締 結 に始 ま る欧 州 統 一 の 流 れ は,1993年1月 の統 一 市 場 の創 設

を もって新 しい ス テ ー ジへ と移 行 した 。 これ に伴 い,航 空 産業 界 に お い て も画

期 的 な規 制 緩和 が 実施 され,航 空.各社 は,今 後 の 激 しい競 争 を に らみ,生 き残

りをか けた 戦 略 を展 開 して い る。

今 回実 現 され た 規 制緩 和 は,ユ978年 に始 ま った 米 国 にお け る航 空 規 制 の緩 和

の理 念 に非 常 に近 づ い た形 とな った。 米 国 に お け る航 空 規 制 の 緩和 の 理論 的背

景 に は,コ ンテ ス タ ブル ・マ ー ケ ッ トの理 論 が あ る。 これ は,参 入 と退 出 の 費

用 が 小 さい 産 業 で は,実 際 に寡 占 あ る い は独 占的 な状 況 が 存 在 して も,新 規 参

入 の可 能 性 さ え存 在 す れ ば,競 争 的 な料 金 が 成 立 し,資 源 配 分 が 効 率 的 に な る

とい う もので あ る。 米 国 は,こ れ に よ って公 的規 制 を不 要 と し,完 全 自rh競 争.

を徹 底 的 に促 進 した 。 しか し,こ の よ うな政 策 が 可 能 とな った の は,規 制緩 和

の対 象 と して考 え られ た の が 主 に米 国 の 巨大 な国 内市 場 で あ り,あ る程 度 ま で

競 争 の基 盤 が 普 遍 性 を帯 びて い た た めで あ り,事 実 この政 策 を国 際 市 場 に 導 入

し よ う とい う試 み は,各 国 の 非常 な抵 抗 を 引 き起 こす こ とにな った 。

そ れ が今 回 の欧 州 統 合 に伴 って,欧 州.市場 に 同様 の.方針 を採 用 さ せ た の は,

政 治 的 判 断 が強 く働 いた とはい え,欧 州 統 一 市 場 が,国 内 市 場 と同 一 視 し う る

段 階 を 迎 え つつ あ る とい う認 識 が 強 ま って きた た め と考 え られ る。 しか しな が

ら,欧 州 に お け る統 合 の推 進 は,衆 知 の ご と く非 常 に難 航 して い る。 国 家,あ

るい は地 域 とい うユ ニ ・ソトの解 消 はあ くまで 理 念 で あ って現 実 で は ない 以.ヒ,
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そ こに お け る 自律 性 の確 保 とい う問題 は,早 晩 明 確 に しな けれ ば な らな い 一般

問題 で あ る。

米 国 との 国 内市 場 の規 模 の 不均 衡 に基 づ く交 渉 力 の ア ンバ ラ ンスを 解 消 す べ

く,域 内で 統..・した政 策 形 成 を も って これ に対 抗 しよ う と努 力 す る こ とは,現

在 の厳 しい競 争 環 境 にお い て ご く 自然 の流 れ で あ ろ う。 しか しそ の 中 で,各 国

の独 自性,文 化性 を,こ の よ うな普 遍 化 の動 きの 中 で どの よ うに位 置 づ け,調

整 して い くか とい う問題 は,長 期 的 観 点 か らす れ ば,よ り重 要性 の高 い 問題 と

な る。

そ こで 本 論 で は,対 象 を 国際 航 空 サ ー ビス に絞 って,欧 州 に お け る航 空 の規

制緩 和 政策 の推 移 を,米 国 との 関連 性 を問 いつ つ 検 証 しな が ら,上 記 の 自由化

と 自律 性 の調 整 の問 題 につ い て 考 え てみ た い。 そ して,そ れ は 円本 に お け る 地

方 の 自律 性 の 問題 につ い て も引 き延 ば して考 え る こ とにな るで あ ろ う。

II欧 州における航空自由化の独自性 とその歴史的展開

1.欧 米間 における航空 自由化の相違点

まず 最 初 に,欧 州 にお け る航 空 自由化 が,米 国 に お け る航 空 自由化 政 策 と ど

の よ うな点 で 違 って い るのか を,こ こで 再 度 明 確 に して お こ う。 そ うす る こ と

に よ って,な ぜ 欧 州 にお け る航 空 自 由化 が 論 じる に 値 す る もので あ る のか を明

か にす る こ とが で き よ う。

米 国 の航 空 自由 化 は,1978年 に ス ター トを切 った 。 これ は,.米 国 の国 内 市 場

をそ の 第1ス テ ー ジ とす る もの で あ り,完 全 な 自 由競 争 を ど こ まで も追 求 して

い こ う とす る もので あ った 。 そ の 後,そ の 理 念 を 世.界に普 遍 化 させ よ う と;国

内市 場 に もち い た政 策 を国 際 市 場 に お い て も適 用 すべ く,欧 州 との 問 に交 渉 を

開始 した。 この交 渉過 程 で は.自 国 の 巨 大 な 国 内市 場 を テ コ に して,欧 州.各国

に 「譲 許 の 均 衡 」 を求 め た1}。そ れ は,必 然 的 に,欧 州 に対 して 多 国 間協 定 の

1)詳 しくは以下の文献 を参照の こと。

DANIELM.KASPER,DEREGULATIONANDGLOBALIZATION,HARPERCOL./

㌦
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締 結,つ ま り,航 空 市 場 のGATT化 を求 め る こ とに な った。

これ に対 し,各 国 が 限 られ た国 内市 場 しか もたず,伝 統 的 に 国家 の主 権 意 識

が 強 い 欧 州 市場 に お い て は,航 空 の 自 由化 は,国 際政 治 の文 脈 を抜 きに して は.

語 れ ない 。 多 国 間体 制 の協 約 が 自 国の 国 内 政 策 に及 ぼす 拘 束 性 は,各 国 の 地 域

的 独 自性 を損 な う危 険性 を伴 うが 故 に,市 場 統.合がす で に ス ター トを切 った 現

在 にお い て も,EUが 統 一 的 に打 ち 出す 政策 に対 す る根 強 い 反 対 意 識 が 存在 し

て い る のが 現 実 で あ る。 そ の た め,欧 州 に お い て航 空 白 山化 を論 じる上 で も,

常 に国 際市 場が 念 頭 に おか れ,対 外 政 策 との 関連 が 重 視 され る点 にお い て,国

内 市 場 をベ ー ス とす る米 国流 の規 制 緩 和 論 とは 一線 を 画す る ので あ る。 この 点

に おい て,欧 州 の航 空 自由化 は,米 国 の 自 由化 政 策 に触 発 を受 け,ま た 欧 州 経

済 の衰 退 の影 響 に よ る危 機 感 に よ っ て推 進 され なが ら も,ベ ー スに お い て独 自

の性 格 を持 つ もの で あ る。翻 って み る と,わ が 国 の状 況 は,欧 州 市場 の状 況 に

類 似 して お り,そ こで の 自由 化 の進 展 は,米 国 にお け る もの よ りも,よ り参 考

に な る もの を含 ん で い る もの と考 え られ る。 こ こ に こそ,欧 州 に お け る 自 由化

を検 討 す る意 義 が 存 在 す る。

2.欧 州航空政策の形成 と発展

欧 州 にお け る統 一 的 な市 場 の規 制 緩 和 の 流 れ は,1958年 の ロー マ条 約 の締 結

に端 を発 す る。 しか しな が ら,航 空.事業 は,国 家 間 の 二 国 間条 約 と,ナ シ ョナ

ル ・フ ラ ッグ ・キ ャ リア を 中心 とす る政 府 の 航 空事 業 者 に対 す る規 制 の 枠 組 み

で 行 わ れ て い る との理 由か ら,海 運 と と も に,ロ ー マ 条約 制 定 以 来30年 近 くも,

規 制 緩 和 の 潮流 か ら取 り残 され る こ と とな った。

こ う した状 況 に鑑 み,.EC委 員 会 は,欧 州 共通 の航 空 政 策 を樹 立 す る必 要 性

を認 識 し,1979年 に 「第 一 次 メモ ラ ンダ ム」 とい う形 で 政 策 提 言 を行 った 。 し

か し,そ の 内容 は,市 場 の実 態 か ら全 く遊 離 した もので あ る とい う批 判 を浴 び,

市場 の 実 態 には何 の影 響 も与 え る こ とが で きなか った。

＼LINS,1988〔 岡村邦轄監訳 「国際航窮自由化7,文 具堂,1993年)
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先 述 の ご と く,こ の 前 年 の1978年 に は,米 国 で は歴 史的 な航 空 自由化 政 策 が

実施 され た。 その 思 想 的 影 響 は,当 時 の 世界 的 な新 保 守 主義 の波 に乗 って,欧

州 に も波 及す る。 また,直 接 的 に も,米 国が 対 外 的 に も航 空 自由 化政 策 を強 力

に推 進 しよ うと した こ とか ら,欧 州 に お け る従 来 の体 制 は大 き く揺 さぶ られ る

こ とに な つだ)。 こ う した動 き に対 し,FL委 員 会 は,米 国 の 規 制 緩 和 は直 接

の模 範 とす べ きで はな い との 見解 を示 した。 そ して,従 来 の 二 国 間体 制 の 枠 組

み の 中 で の 規 制 の 柔 軟 化,競 争 の促 進 をは か るべ く,ユ984年,「 第 二 次 メモ ラ

ンダ ム」 を理 事.会に提 出 した 。

ユ985年6月 に は域 内市 場 白書 が 提 出 され,欧 州 市 場 統 合 は,具 体 的 な ス ケ

ジ ュー ル に沿 っ て,実 行 段 階 に突 入 して い く。 これ を受 け,航 空 業 界 で も,3

つ の ステ ー ジに お い て,い くつ か の 自由 化 政 策 が パ ッケ ー ジの形 で 実 施 され て

い く。 これ らが,通 称 「パ ッケ ー ジ1・2・3」 と.呼ば れ る もので あ る。

パ ッケ ー ジ1は,198ケ 年12月 に導 入 され た 。 た だ し,こ れ は あ くまで も過 渡

的 な 性 格 づ けが な され て い た㌔ したが っ て,そ の 導 人 後 も,政 策 の 審 議 は継

続 して進 め られ た。 そ の 結 果,1990年6月,パ ッケ ー ジ2が 新 し く導.入さ れ る

こ とに な っ た。

パ ッケ ー ジ1・2は,い ず れ も 自由 化 を指 向 しつ つ も,第 二次 メモ ラ ンダ ム

の打 ち 出 した 路 線 に沿 った,従 来 の 二国 間体 制 の枠 組 み の 中 で の改 革 で あ った 。

.従 っ て,結 果 的 に は,先 行 す る市 場 の 自 由化 の実 態 に,制 度 的 な後 付 け を行 う

形 に留 ま った 。 つ ま り,市 場 に対 して能 動 的 に イ ンパ ク トを与 え る こ とは で き

なか った 。

これ に 続 くパ ッケ ー ジ3も,当 初 は この 路線 に沿 った漸 進 的 な もの が 予 定 さ

れ て い た 。従 って そ の効 果 につ い て は,関 係 者 の 間 で は あ ま り期 待 され て は い

2)米 国の航空自由化政策の欧州へのスピル ・オーバーを考える際には,欧 米間の航空輸送が世界

全体の航空輸送に占める相対的な重要性について把握 しておかねばならない。

3>条 項の中で次のように明記されている。

「理事会は,1989年U月 までに提出されるEC委 員会の提案に基づき,遅 くとも1990k6月30

日までにこの決定(パ ッケージ1)に ついての見直 しについて決定(バ ソケージ3の 策定)しなけ

ればならない。」
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なか った 。 一方 で,こ う した 政 策 の 審 議 を見 守 る政 治 家 達 の 問で は,統 一 市 場

の ス ター トが 目の前 に迫 っ てい る に もか か わ らず,遅 々 と して進 まな い 自由 化

の現 状 に対 し,不 満が 高 ま って い た 。 と ころ が,こ う した事 態 が 一 変 す る こ と

に な る。1992年6月 に行 わ れ たEC閣 僚 理 事 会 に お い て,議 長 国 で あ るポ ル ト

ガ ルが,独 自の政 治 的判 断 に よ って,大 胆 な 自由化 政 策 を採 用 し,流 れ を 転換

させ たか らで あ る。 ポ ル トガ ルは,そ れ まで 保 守 的 な立 場 を採 り,思 い切 った

改 革 に は 反対 の意 志 を表 明 して きた。 と ころが,当 会 議 の 議 長 国 就任 に あ た っ.

て,改 革 派転 身へ の次 の よ うな動 機付 けが な さ れ た ので あ る。 す なわ ち,U)リ

ベ ラ ル派 の 国 々 の 支持 を得 たい とい う政 治 的 判 断,(2)自 らが 議 長 国 と して 歴 史

的 な政 策 を成 立 さ せ た い とい う名 誉 欲,で あ る。 こ う して,大 方 の人 が 予 期 せ

ぬ ま ま に,欧 州 の 航 空 業界 は,短 期 間 の あい だ に,完 全 自由化 に 向 け た政 策 へ

の対 応 に奔 走 す る こ と にな る。'

-

「

i
一
.

3.パ ッケージ3に おける完全 自由化 への方 策

さ て,パ ッケー ジ3で は,具 体 的 に ど の よ うな抜 本 的 な改 革が 打 ち 出 され た

ので あ ろ うか 。 こ こで は箇 条書 きの形 で,そ の 主 な もの を取 り上 げ てみ た い 。

a .輸 送 カ

ー 般 に
,二 国 間 で結 ばれ る航 空 協 定 で は,機 会均 等 め原 則 に基 づ き,お 互 い

ぼ等 しい 輸 送 力 が 割 り当 て られ る。 パ ッケ ー ジ1と2で 鰭,こ の 比 率 が60:

40,75:25と い う よ うに,徐 々 に ア ンバ ラ ン スが 認 め られ る よ うに な った 。

パ ッケー ジ3で は,こ の制 限が 完 全 に撤 廃 され,自 由 に設 定 で きる よ うに な っ

た。

b.運 賃

従 来,国 際 輸送 に お け る航 空 運 賃 は,関 係 両 国 の 政府 が と もに認 可 す る こ と

に よ っ.て 発 効 と な っ た㌔ こ う し た 方 式 を 二 重 承 認 主 義(DOUBLE

4)国 際航 空運賃の決定方式 について は,以 下の文献 に詳 しい解説 がある。 キャスパー,前 掲書,

133ペ ー.ジ。

』
』
鯛
麺
羽
「
.

..

』
.

.

』
引
欄
翼
、
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APPROVAL),別 名 バ ミュー ダ方 式 とい う。 これ に対 し,パ ッケ ー ジ1・2で

は,.基 準 とな る 運賃 に対 して,あ る一 定 の幅 の範 囲 内で あれ ば,自 動 的 に承 認

され る とい う,ゾ ー ン方 式 が 採 用 され た 。 パ ッケ ー ジ3で は,さ ら に進 ん で,

関 係 両 国 が そ ろ って不 認 可 に しない 限 り,申 請 さ れ た運 賃 は 自動 的 に認 可 ・発

効 され る とい うDOUBLEDISAPPROVAL.:方 式 が 導 入 され だ,。

c ,運 航 権

あ る国 の純 然 た る 国内 輸 送 を他 国 の航 空会 社 が 行 う こ とを カ ボ ター ジ ュ運 航

と い う6,。 これ まで は,カ ボ ター ジ ュ運 航 に関 す る規 定 は,パ ッケ ー ジ 条 項 の

中 に は存 在 せ ず,そ の 権 利 は認 め られ て こ なか った 。 パ ッケ ー ジ3で は,こ の

権 利 に つ い て の 規 定 が 明 記 され,そ の 実 施 に む けた 道 が 開 か れ る こ とに な っ

た%

d.共 通免許規定

パイロットの資格認定や,航 空機の型式証明など,航 空事業に関わる各種の

免 許 の付 与 は,従 来,各 国の 政 府 が 独 自に行 って きた。 パ ッケ ー ヅ3で は,E

Uが 域内共通の免許を与えることで合意がなされだ㌔

5)た だ し,こ の条項 にたい しては,セ ー フ ・ガー..ドがつ いている。す なわち,過 度 に高か った り,

低かった りす る運賃 に対 しては,政 府やEU委 員会が対抗措置 を講 じることがで きることになっ

ている。

6)例 えば,東 京 一大阪 間だ けの,つ ま り国際線か らの,あ るいは国際線への乗 り継 ぎを行わない,

純然たる国内輸送を,エ ー ル ・フランス とい ったよ うな,外 国航 空会社が行 うこと。

の ただ し,1997年4月 まで を,そ の完全実施に向けた過 度的期 間と し,こ の 間.自 国発着便の延

長 としての相r国 内運航 は,国 際部分の輸送量の50%ま でに限定 され ることになった、 この よう

な猶r措 置が とられ た理由 と して は,国 内の小.企業保護 の問題 〔国内政治問題::と,公 益サー ビ

ス(コ ミェニテ ィー ・サー ビス)の 維持の問題が挙げ られる。

8}こ こには2つ の問題があ る。1つ はEUの 企業要件の問題である。EU国 民が過半数の株式を

保有 し,そ の本社がFU域 内にあれば,そ の企業はEUの 企業 として認 められ る。 しか し,域 外

第三国 との交 渉では,そ の 国が この ような要件 を承認ぜず,そ の企業の国籍が特定で きない事態

が発生する ことが予想 され る,そ の ような場合には,そ の第三国が,そ の企 業の諸権利の行使を

認めないこ とも考えられ るだろう。 もう1つ は技術要件 の問題 である.従 来,各 社 は,自 国の政

府が独 自に設定 した基準 に沿って,そ の基準 ぎ りぎ りの枠の ところで事業運営 を行 ってきた こと

が多い、、この基準が急 に変 更され ることによって,パ イロ ットな ど,熟 練労働者 の思わぬ過不足

問題な どに直面する こと も予想 され る。
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4.残 存する完全 自由化の阻害要因

パ ッケ 「 ジ3の 成 立 によ って
,欧 州 航 空 産 業 は,法 的 側 面 に お い て 完全 自 由

化 に向 けた 体 制 を整 えつ つ あ る。 しか し,そ れ が 公 正 な 競 争 に結 びつ くよ うに

有 効 に機 能 す るた め に は,そ の実 施 を保 証 す る社 会 的 な 基盤 が整 っ て い な けれ

ば な らな い。 と ころが,欧 州 の 航 空 市 場 で は,国 家 主権 の理 念 が 依 然 ,共 同市

場 設立 の意 志 に優 って い る こ とか ら,と か く国家 間で の競 争 意 識 が 強 く働 い て

くる。 そ して,そ れ が 市 場 に お け る不 平 等 な競 争 基 盤 の 残 存 とな って 表面 化 し

て い る。 そ こで,こ こで は,そ の 完全 自由化 の 阻害 要 因 と な って い る もの を,

以 下 に具.体的 に列 挙 して み た い 。

a .政 府 か ら自国 の 航 空 会 社 に対 す る援 助

欧州 の航 空 会 社 は,英 国 航 空 の よ うな 一部 の民 営 化 され た もの を除 けば ,そ

の ほ とん どが 政 府 か らの 資 本 投 資 を受 け て い る。 国際 航 空 サ ー ビ スの 目的 は ,

国 家威 信 の 高 揚 を は じめ と して,そ の 多 くが 政 府 の政 策 に 関 わ って い る'コ。 そ

の た め,.各 国 政 府 は,そ の 時 々 の政 策 を実 施 す る 中で ,そ の 一 過程 と して,自

国 の航 空 会 社 に 対 す る 直接 ・間 接 の援 助 を行 っ て き た。 具 体 的 に は,増 資 で

あ った り,赤 字 を補 填 す る た めの 資 金 投 入 で あ った 。特 に後 者 は,自 由競 争 を

通 じた経 営 努力 の促 進 を強 く阻害 す る もの で あ る と して,欧 州 内 部 で も強 い 非

難 が な され て き た。 例 えば 最 近 で は,エ ー ル ・フ ラ ンス に対 す る政 府 の 資 金援

助 が,EUの 競 争 政 策 に違 反 す る もの で あ る と して,欧 州 裁 判 所 に提 訴 され る

と い う動 きが あ る。1993年 か ら召 集 さ れ,審 議 が 続 け られ て きた 欧州 航 空 賢 人

会 議 は,1994年1月,そ の最 終 報 告 を提 出 した1。}。そ の 中 で は,今 後1回 限 り

にお い て,政 府 か ら航 空 会社 へ の直 接 援 助 を認 め る こ と と して い る。 しか しな

が ら,こ の提 言 に は 強制 力 は な く,実 際 に1回 限 りとい う歯 止 めが き くか ど う

9)国 際航空サービスと政策との関わりについては,以 下の ものを参照のこと。
WILL至AMEO℃ONNOR .ANINTRODUCTIONTOAIRLINEECON()M「G鼠PRAE・

GER,NEWYORK,1985〔 山上徹監訳 「現代航空経済概論』.成III堂 呂/店,1987年,1719ペ ー
ジ。)

10)EXm1>DINGHORIZONS,AREPORTBYTHECOMITEDESSAGESFORAIR

TRANSPORTTOTHEEUROPEANCOM[SSI(7)NS,JANUARY1994
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か は全 くの疑 問 で あ る。

b.空 港 の 使 用 料

航 空 会 社 は,各 地 の 空港 を利 用 す る際1着 陸 料 や 駐 機料 な どの 空港 使 用 料 を

支 払 わ な けれ ば な らな い 。 空港 使 用 料 は,各 空 港 ご と に独 自に設 定 され て い る。

航 空 会 社 は,自 社 の路 線 網 の展 開 に おい て,乗 り継 ぎの 便や 機 材 の効 率 的 な回

転 とい った戦 略 的 見地 か ら,ハ ブ ・ア ン ド ・ス ポ ー ク型 の路 線 ネ ッ トワー クを

構 築 しよ う とす る。 この た め,そ の ベ ー ス とな る空 港 の 使 用 料 の 高 低 は,航 空

会社 の経 営 戦 略 上,大 きな要 因 とな る(図1)。

ま た,空 港 の 運営 も民 営 化 が 進 ん で くる と,空 港 運 営 に対 す る経 営 的 側 面 が

前面 に打 ち 出 され る よ うに な り,そ の 空港 に と って よ り大 きな利 益 を もた らす

と思 わ れ る大 手 の航 空 会社 が,様 々 な形 で優 遇 され る事 態 が 生 じて くる。 こ う

した 空港 問競 争 の もた らす 問 題 を どの よ うに考 え るべ きか は検 討 を要 す る問題

で あ る。

c.空 港 に お け る航 空 機 の発 着 枠(ス ロ ッ ト)の 配 分

空 港 に お け る発 着 枠 は,時 間帯 の有 利 不 利 も含 め,従 来 そ の 権 利 を 保 有 して

きた航 空 会 社 が,権 利 の 更新 期 に おい て も,そ れ をそ の まま 継承 す る形 が 大 勢

で あ っ た[%こ れ は,航 空 市 場 へ の 新 規 参 入 をめ ざす 者 に と って ,大 き な参.入

障 壁 と して働 い て きた。EU委 員 会 は,こ の 配 分 を い か に公 正 な形 で 適 正 に行

うべ きか につ い て,議 論 を重 ね て い る。 現 在,審 議 の た た き台 と な っ てい るの

は,欧 州議 会 の諮 問 に よ って な され た 審 議 委 員 会 の次 の よ うな提 案 で あ る。

1.未 使 用 スロ ッ トを プー ル し,そ の プ ー ル さ れ た ス ロ ッ トの うち50%以 上

を新 規 企 業 に配 分 す る。

2,新 規 企 業 に配 分 す る.スロ ッ トが不 足 した場 合 に は,既 存 の 航 空 会社 の う

ち,200席 以 下 の機 材 を使 用 し,か っ6ス ロ ッ ト以 上 使 用 す る航 空 会 社 の

持 ち分 の 中 か ら捻 出 さ れ る。

3.こ の 配 分 方 法 が 採 用 さ れ る対 象 と な る混 雑 空 港 の ,実 際 の ス ロ ッ トの

11)こ のような既得権益化を認める条項が,祖 父条項(GRANDFATHERCLAUSE)で ある。
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配 分 ・管 理 は,政 府 当局 が 指 名 す る 「ス ロ ッ ト ・コー デ ィネ ー ター」.が行 う。

.発 着 枠 の 配 分 を め ぐる 問題 に関 して0,空 港 の 絶対 数 の少 な さ こそ が この よ

うな事 態 を招 い て い るの だ と い う指 摘 もあ る切。 あ る提 言 で は,各 地域 が 勝 手

な 空 港 開 発 を行 うので は な く,EU全 体 の 観 点 か ら,総 合 的 な空 港 開 発 を統 一

的 に 行 って い く必 要が あ る と して い る↓3,。

d.AIRTRAFFICCONTROL(ATC>

安全 運航 を支 え る航 空 管 制 シス テ ム(ATC)は,各 国の 軍 事 政 策 にお い て

も極 め て重 要 な意 味 を持 って い る。 した が って,そ の管 轄 区 域 にお け る主権 意

識 は強 く,他 国 に対 して 開放 的で あ る こ とが で きな い。 そ の ため,欧 州 の 空 は,

各 国 の 軍 事 戦 略 的 な 意 図 が絡 み,航 空 管 制 シ ス テ ムの違 い に よ っ て,複 雑 なモ

ザ イ ク模 様 に細 分 化 され て い る(図2)。 また そ の上 に,航 空 管 制 シ ス テ ムが

採 用 す る ソ フ トウ ェ アの 違 い に よ っ て,さ ら に多 様 化 が 進 ん で い る。

今 後 航 空 の 自由 化 政 策 が進 展 し,競 争.ヒ,輸 送 量 が飛 躍 的 に増 大す る事 態 を

迎 え れ ば,こ う した 空 の細 分 化 状 況 は,空 域 の 混雑 化 に対 応 しきれ ず,安 全 上

深 刻 な 問題 を呈 す る こ と に な ろ う。 この 問 題 に 対す る取 り組 み の緊 急性 は,E

Uに お い て も広 く認 識 され て お り,現 在 各種 の委 員会 で,対 応 策 が練 られ て い

る 。

e .域 外 か ら の参 入者

欧 州 の空 に は,FU域 外 か ら も様 々 な 国 々 の航 空 会 社 が 乗 り入 れ て い る。 そ

の 中 で も特 に往 日す べ き は,ア ジ ア系 の航 空 会 社 で あ る.ア ジ ア系 の航 空 会 社

は,自 国 の社 会 水 準 の 世界 的 に見 た相 対 的地 位 に よ り,雇 用 ・勤 務 体 系 に お い

て低 ゴ ス ト体 質 を生 み 出 して い る.こ れ は,現 在 の厳 しい競 争.ドに お い て,非

常 に強 力 な メ リ ッ トとな って お り,市 場 シ ェア の拡 大 につ な が って い る。 この

よ うな,社 会 的 な 制 度 の 違 い に よ っ て もた ら され た競 争条 件 の違 い を ど う取 り

12)図4か ら,EU域 内では,こ のままで推移すれば,近 い将来に空港の.全体 の処理容量が需要を

まかない きれな くなることが読み取れ る。

13)前 掲のEXP・ 亀NDZNGH`)RZZ`)M～ を参照 のこと。

潮
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扱 うか は,公 正競 争 を実 現 す る上 で.1つ の 大 きな 問 題 とな る で あ ろ う。

m各 航空会社の生き残りのための対応

これ まで 述 べ て きた よ うに,EUの 航 空 市 場.にお い て は,自 由 化 の 進 展 に

伴 って,競.争 ・環境 の激 変 が 予 想 され る。 こ う した 変 化 に 的確 に対 応 し,素 早 い

対 策 を講 じる こ とが,生 き残 って い く上 で の必 須 の条 件 と な る。 こ こで は,そ

の うち の 注 目す べ き動 きにつ い て,い くつ か取 り ヒげ てみ たい 。

1.提 携戦 略

まず,最 も注 目す べ きな の は,航 空 会 社 間 で の 提携 戦 略 で あ る。 これ は,新

規 投 資 に伴 う リス ク を最小 に と どめ なが ら,提 供 し うるサ ー ビス の 拡充 を はか

る こ とを意 図す る。 この動 きの背 景 に は,英 国 航 空 の マ ー シ ャル会 長が 喧 伝 す

る よ うに,将 来 の航 空 産業 は,自 由競 争 に よ る淘 汰 に よ って,グ ロ ー バ ル な路

線 ネ ッ トワー クを もつ 少 数 の 「メ ガ ・キ ャ リア」 と,あ る特 定 の 路線 に特 化 し

た 「ニ ッチ ・キ ャ リア」 の 二極 に分 化 す る とい う見 方 が あ る。 こ う した 主張 は,

ジ ャロ レ ッ トに よ って,航 空 会 社 の進 化 と して,理 論 的 に定 式 化 さ れ て い る鮒。

た だ,一 社 のみ で グ ロー バ ルな 路線 ネ ッ トワー ク を構 築 す る こ とは,世 界 的 な

同 時不 況 か ら まだ 完 全 に立 ち直 って お らず,ま た,今 後 の 見 通 し もた ち に くい

状 況で,景 気 に よ って 大 き く左 右 され る航 空 産 業 に と って は あ ま りに も リス ク

が 大 きす ぎ る。 そ こで,航 空 会 社 間 の提 携 に よ るサ ー ビス の拡 大が 必 須 の流 れ

とな っ た ので あ る。 英 国航 空 は,そ の先 便 をつ け,グ ロー バ ル 戦略 を ほ ぼ完 成

しつ つ あ る。 現在,欧 州 の航 空 会 社 の間 で は,巨 大 な 米 国 国 内.市場 へ の進 出 を

はか っ て,提 携 の 相手 とな る米 国 の有 力 航 空.会社 の 獲 得 に 躍起 に な っ て い る1%

.

〕
.

14}こ の定式化につ いては,以 下 の文献 を参照の こと。

LOUISGIALLORETO,STRATEGICAIRLINEMANAGEMENZ:PITMAN,1989(塩

見他訳 『航空輸送 のグローバル化 と戦略的経営』,成 山堂書店,1991年}

15)こ の うち,米 国ユナ イテ ッ ド航空 と独 ルフ トハ ンザ航空の提携 をめぐっては,米 国政府の最終

認可がなかなかお りず,係 争に発展 した。
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以 上 は,輸 送 サ ー ビス に お け る提 携 で あ るが,こ の他 に も,営 業 政 策 を通 じ

た 提 携 や,代 理 店 で の店 頭 予 約 な ど,販 売 上極 め て重 要 な役 割 を果 た す 予 約 端

末 の相 互 接 続 を め ぐる 提 携(コ ン ピ ュー ター ・レザ ベ ー シ ョン ・ネ ッ トワー

ク:CRS)な どが あ る。 現 在,前 者 の う ち で特 に注 目 を浴 び て い る のが ブ

リー クエ ン ト ・フ ラ イ ヤ ー ズ ・プ ロ グ ラ ム(FFP)で あ る。 これ は,旅 客 の

航 空 会社 選択 の際 の ロー ヤル テ ィー を高 め る た め に,そ の 搭 乗 距離 に応 じた景

品 を提 供 す る とい う もの で あ り,特 に無 料 航 空 券 り提 供 が 人 気 を 呼 ん で い る16)。

た だ,こ れ は,将 来 の需 要 を先 食 い す る もの で あ る と して,航 空 業.界内部 か ら

批 判 の 声 もあ が っ て い る。

この よ うに,一 口 に提 携 と い っ て も,そ の 形 態 は大 変 多様 な もので あ り,そ

れ らが 重 層 的 に 展 開 され て い る。 また,提 携 相 手 もめ ま ぐる し く変 わ って い る

た め,そ の 全 貌 を 静 態 的 に と ら え る こ とは,非 常 に 困 難 な状 況 とな っ てい る。

提 携 戦 略 は,航 空 会社 間 だ けで は な く,ホ テ ルや ク レ ジ ッ ト会 社 な ど,関 連

他 業 種 との 問 で も行 わ れ て い る。 そ の 中で 最 も注 目す べ きな の は,高 速 鉄 道 網

との関 係 で あ ろ う。 欧 州 で は,各 国が お互 い に国 境 を接 して,地 理 的 に 近接 し

て い る ため に,高 速 鉄 道 網 の持 つ 意味 が大 き く,現 在,EU全 域 に 及ぶ 優 れ た

鉄 道 ネ ッ トワー ク を構 築 中で あ る(図3)。 この た め,近 距 離 輸 送 に重 点 を置

く航 空 会 社 は,鉄 逼 へ の 代替 圧 力 に よ っ て,深 刻 な影 響 を被 るで あ ろ う。 しか

し,鉄 道 と航 空 は,特 に 国 際遠 距 離 輸 送 をめ ぐ って は,相 互 に補 完 関係 に入 る

こ とが で き る。 そ こで,現.在 は,ハ ブ 空港 へ の ア クセ ス 手段 確 保 とい う目的 を

通 じて,航 空 会 社 と鉄 道 との提 携 が 進 んで い る。 この 際,高 速 鉄 道 網 を有 利 に

利 用 で きる か ど うか とい う,企 業 立 地 の問 題 は,競 争 条件 の 問題 とか か わ って

くる だ ろ う。

16)日 本で も、競 争.上,最 近 になって この制度の導入 ・拡充が進められて いるが,景 品の提供に対

す る法的規 制の前 に,}ま かばか しい成果を挙げている とはいえない。
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2.委 託化戦 略

これ まで 航 空 会 社 は,ポ ー ター の 言 うバ リ ュー ・チ ェー ンに基 づ く総 合 的 な

サ ー ビス をす べ て 独 力 で 提 供 で き る よ う,関 連 産 業 をす べ て 本体 の 中 に取 り込

も う とす る傾 向が あ った 。 そ の結 果,企 業 体 と して肥 大 化 が 進 み,景 気 後 退 と

と も に本 業 が 不振 にな って くる と,改 め て連結 ベ ー ス で の低 収 益 性 が 問 題 とな

り,コ ス ト削 減 を 目指 して,業 務 の 委 託 化 が活.発に行 わ れ る よ うにな った 。最:

初 は,ホ テ ル部 門や レ ンタ カー 部 門 な ど,も と も と外 部 にあ った もの の切 り放.

しか ら手 が つ け られ たが,競 争 の激 化 に伴 って,従 来 航 空 会 社 自身 が 行 うべ き.

もの と思 わ れ て きた業 務 の外 注 化 が 試 み られ る よ うに な っ た。 そ の代 表 的 な例

は,英 国 航 空 が 以前 に行 っ た 「ギ ャ ップ ・ク ロー ジ ャー」 運 動 で あ る。 これ は ,

業 務 の見 直 し を通 じて コ ス ト削 減 を 目指 す 社 内 改 革 で あ ったが,こ の 中で エ ン

ジ ン整 備 工 場 を,そ の作 業 員 と と もに売 却 し,売 却 後 もそ の買 い 手 との 間 で,

そ の 工 場 で これ ま で と同 じサ ー ビスが 受 け られ る よ うに契 約 を結 んだ 。 こ う し

て,業 務 水 準 を下 げ る こ と な く,経 済 効率 を高 め る こ とを可 能 に した の で あ る 。

航 空産 業 全 体 に共 通 す る問 題 と して,パ イ ロ ッ トや 客 室 乗 務.貝な どの 熟 練労

働 者 の 数 を需 給 の バ ラ ンス に い か に 的 確 に調 整 す るか とい う問 題 が あ る171。米

国で は,パ イ ロ ッ トの 派遣 会社 も現 れ た。 現 在 欧 州 で は,海 運 業 界 の取 り組 み

を参 考 と して,熟 練 労 働 者 の プ ー ル制 の導 入 が 試 み られ て い る 。

IVま とめ 自由化 と各国の航空政 策の自律性 との調整 につい て

以 上,欧 州 の航 空 自由化 の進 展 と,そ れ を取 り巻 く状 況 につ い て具 体 的 に述

べ て きた 。 パ ッケ ー ジ3の 政 策 は,歴 史 的 な 内 容 を 含 む もの とな り,そ の 実 施

は,現 在市 場 に 目 に見 え る形 で の 変 化 を もた ら しつ つ あ る。 今 回 の 変化 で注 目

す べ きな の は,こ れ まで の 政 策 の場 合 とは違 っ て,政 策 の 影響 が統 計 的 ・定 量

17)特 にパイロ7ト はジその育成に膨大な時間を要するため,慎 重な採用計画が策定されているが,
景気の変動をなかなか正確に予測することは難しく,過不足の問題を常に抱えている。欧州など,
軍隊からの人員補充が容易であるところでは,こ の問題は多少緩和されるものの,わ が国のよう
に,そ れも数が限られる状況では,問 題 も深刻なものとなる.
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的 に と らえ られ る見 込 み が あ る とい う こ とで あ る。 これ まで の 政 策 は,先 述 の

ご と く,先 行 す る市 場 の 自由化 の 実 態 を後追 い 的 に裏 付 け る もの にす ぎな か っ

た た め,各 種 の 政 策 レ ビ ュー は行 わ れ た もの の,政 策 に よ る変 化 を定 量 的 に と

ら え る こ とが で きな か った。 加 え て,政 策 が 国 際 的 に実 施 され るた め,米 国 の

よ う に国 内 市場 を主 な対 象 とす る場 合 の よ うに,統 一 的 な統 計 処 理 が 難 しい 面

が あ った 。 今後 は,域 内市 場 統 一 に よ る市 場 監視 機 構 の強 化 に よ り,こ う した

問 題 点 も解 決 さ れ て い く もの と期待 され る。実 際 に政 策 の 影 響 が 定 量 的 に,検

証 に耐 え得 る よ うな 形で 現 れ て くる の に は,ま だ 数年 の時 間 を必 要 とす るだ ろ

うが,米 国 の場 合 との 比 較検 討 が可 能 とな り,そ の 違 い を具体 的 に検 証 し うる

とい うので は な いか とい う期 待 か ら,そ の 時が 非 常 に待 ち望 まれ る と ころで あ

る。

総 体 と して,今 回 の改 革 は,米 国 流 の 完 全 自由化 政 策 を大 胆1ヒ推 進 しよ う と

す る もの で あ った 。 しか しなが ら,そ の 政 策 の 基盤 とな る市 場 環 境 は,主 権 国

家 の 集 合 体 とい う統 一市 場 の性 格 か ら,競 争 を.公正 な もの とす る に は,解 決 し

な けれ ぼ な らな い 問題 がIII積 み してい る こ とが わ か った 。 当面 の 間 は,各 政 策

に付 随 した セ ー フ ガー ド条項 が 効 力 を持 つ が,そ れ も今 世紀 中 に は期 限 切 れ と

な る。

まず 空 港 やATCな どの イ ンフ ラ.ス トラ クチ ャー の 整 備 の 問 題 が あ る。 この

問 題 を解 決 す る..ヒで は,EU全 体 を視 野 に納 め た 統 一 的 な 整 備計 画 と,各 地 域

の利 便 性 を考 慮 し,地 域 の 発展 を もた らす よ う な,あ る意 味 て微 視 的 な整 備 計

画 とを うま く融 合 させ て い か な け れ ば な ら ない 。 この 点 で,航 空 賢 人 会議 の ま

とめ た報 告 書 は,後 者 の 視 点 が 欠 落 して い る点 で 不 満 が 残 る。 欧 州 が,そ の 自

由化 政 策 の端 緒 にお い て,米 国 とは 違 った 欧州 独 自 の ス タ ン スを とろ う と試 み

た よ うに,今IIIiの 転 機 にあ た って も,EU統 一 市 場 の もつ 特 異 性 を十 分 に認 識

し,国 家 の主 権 意 識 を も念 頭 に置 きな が ら,い か に全 体 と部 分 の 均 衡 の とれ た

発 展 を導 くべ きか を,じ っ く りと論 じる必 要 が あ る だ ろ う。 その た め に も,E

Uと して の 決議 を ま とめ る過 程 に,今 以 上 に.各地域 の意 見が 反 映 され る よ うな

1
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シ ス テ ム を構 築 して い か な けれ ば な ら ない 。 また,.こ の 問題 にユ ニ バ ーサ ル ・

サ ー ビ スの 概 念 を 適用 して考 え てみ るの も,非 常 に有意 義 で あ ろ う18〕。

次 に社 会 制 度 の 違 い が生 み 出す 労 働 条件 等 の 相対 的 な均 等 化 の 問 題 が あ る。

こ こで は,国 際 的 な 人 権保 障 を いか に なす べ きか とい う こ とが 課 題 とな る。 域

外 か らの 競 争・圧 力 が,単 に社 会 制 度 の違 い に基 づ く賃 金 格 差 に よ る よ うな 場 合,

欧 州 航 空 会社 の雇 用 を いか に保証 しつ つ,か つ 域 外 か らの 競 争 者 を不 当 に 閉 め

出 した り しな い た め に は ど うす れ ば よい のか 。

こ う.した 問題 は,い ず れ も解 決 の 難 しい 問題 で は あ るが,個 々 人 や,そ の 生

活 の もと に な る集 合体 で あ る企 業 に対 して,競 争 の前 提 た る最 低 限 の 生 存 基 盤

を保 証 す る必 要 性 とい う意 味で は共 通 した もの が,主 権 の領 域 を越 えて 見 い だ

せ る はず で あ る。 そ こで,.こ の 基盤 整 備 の確 立 を はか るた め の審 査 基 準 を具 体

的 な形 で,域 内で 統 一 的 に 審議 ・確 立 し,そ の遵 守 を 監視 す る機 関 を常 駐 的 に

設 け る のが 一 つ の 方 法 と して考 え られ る。 そ れ は,IATAの よ うな企 業 カ ル

テ ル の よ うな もの で は な く,域 内各 地 域 を もれ な く代 表 し,公 共 的使 命 を帯 び

る もので あ る。 この 機 関 を 公 開性 とあ る程 度 の強 制 力 を与 え た上 で 活 動 させ,

公 正 の確 保 の た め の 一 定 の競 争 ル ー ル の確 立 と遵 守 の徹 底 を はか る こ とを提 案

した い。 それ は,米 国 そ の他 の地 域 との 交 渉 の 窓rlと もな るべ きで あ り,当 面

は,現 在 のEUの 組織 改編 とい う形 で 模 索 され るで あ ろ う。 その 実 現 の上 で,

.各 国 の実 状 に基 づ い た 政 策 の独 自性 が はか られ て しか るべ きで あ る。

で は,こ う した 欧 州 の 自由化 政 策 か ら,日 本 は何 を学 ぶ べ きか 。 もちろ ん,

ス ロ ッ トの 配 分 方 式 や,パ イロ ッ トな どの 熟練 労働 者 の プ ー ル制 度 な ど,具 体

的施 策 と して参 考 とす べ き点 は多 い 。 しか し,さ らに そ の根 底 に,国 際 航 空

サ ー ビ ス とい う,国 家.1.を 介 在 と した 複 雑 に見 え る市 場 の 中で,い か に 公 正

な競 争 条 件 を確 保 しよ うか と努 力 して い る,そ の姿 勢 に学 ぶ べ きで あ る.。日本

の航 空 市 場 が 置 か れ た環 境 は,米 国 よ りも,国 内市 場 の規 模 とい う観 点 か らす

18)ユ ニ バ ーサ ル ・サ ー ビス の 概 念 につ い て は,以 下 の文 献 を 参 照 の こ と。 林 紘 一 郎 ・田川 義 博

『ユ ニ バ ー サ ル ・サ ー ビス』,中 公新 書,1994年
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れ ば は るか に欧 州 の そ れ に 近 い 。 日本が こ の取 り組 み に学 び,現 在 進 展 して い

る 国際 的 な航 空 ネ ッ トワー クの構 築 に積 極 的 に関 与 して い か な けれ ば,さ らな

る孤 立 化 の道 を歩 む こ とに な る だ ろ う。 そ して,そ の 不 利 益 は,最 終 的 に は消

費者 に転 嫁 され る こ とにな る。

..
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